
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
関
係
史
料
集 

 
 
 
 
 

袋
井
市
歴
史
文
化
館 

 



 

【
翻
刻
凡
例
】 

  

一 

翻
刻
に
際
し
て
、
正
字
体
や
異
体
字
で
書
か
れ
て
い
る
漢
字
は
現
在
通
用

の
字
体
に
改
め
、
変
体
仮
名
は
現
在
使
わ
れ
て
い
る
平
仮
名
に
改
め
た
。

固
有
名
詞
は
、
正
字
体
、
異
体
字
の
ま
ま
に
し
た
部
分
が
あ
る
。 

一 

判
読
困
難
文
字
は
「
□
」
で
そ
の
文
字
分
を
表
し
、
虫
損
・
水
損
・
破
損
・

抹
消
な
ど
で
判
読
不
能
の
文
字
は
「
■
」
で
そ
の
文
字
分
を
表
し
た
。
文

字
数
が
不
明
の
場
合
に
は
、［ 

 
 

］
に
よ
っ
て
判
読
困
難
部
分
あ
る

い
は
判
読
不
能
部
分
の
お
お
よ
そ
の
長
さ
を
示
し
た
。 

一 

〔 

〕
内
は
翻
刻
者
に
よ
る
翻
刻
に
関
す
る
注
記
で
あ
る
。
誤
字
と
判
断

さ
れ
る
文
字
の
訂
正
は
〔
〈
訂
正
後
の
文
字
〉
〕、
判
読
困
難
箇
所
に
つ
い

て
は
〔
カ
〕
を
、
文
意
が
通
ら
な
い
が
原
文
通
り
に
翻
刻
し
た
部
分
に
つ

い
て
は
〔
マ
ヽ
〕
を
、
衍
字
に
つ
い
て
は
〔
衍
〕
を
、
脱
字
に
つ
い
て
は

〔〈
抜
け
て
い
る
文
字
〉
脱
〕
を
、
該
当
す
る
文
字
の
右
側
に
付
し
た
。

行
間
の
余
白
の
都
合
に
よ
っ
て
は
、
該
当
部
分
の
左
側
に
付
し
て
い
る
場

合
も
あ
る
。 

一 

抹
消
さ
れ
て
い
る
文
字
に
つ
い
て
は
、
抹
消
さ
れ
た
後
に
書
き
直
さ
れ
た

文
字
を
本
文
に
書
き
、
そ
の
右
側
に
、〔×

〈
抹
消
さ
れ
て
い
る
文
字
〉〕

と
い
う
形
で
注
記
し
た
。
行
間
の
余
白
の
都
合
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
該
当

部
分
の
左
側
に
付
す
、
あ
る
い
は
、
抹
消
さ
れ
て
い
る
文
字
を
本
文
中
に

書
き
、
そ
の
左
側
に
「
〻
」
を
付
す
こ
と
で
抹
消
を
示
し
て
い
る
場
合
も

あ
る
。 

一 
（ 

）
内
は
語
注
で
あ
る
。
年
号
の
西
暦
変
換
な
ど
の
注
を
、
該
当
す
る

文
字
の
右
側
に
付
し
た
。
行
間
の
余
白
の
都
合
に
よ
っ
て
は
、
該
当
部
分

の
左
側
に
付
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

01 

一
九
四
四
年 

東
南
海
地
震 

 

一
九
四
四
年
十
二
月
七
日
、
三
重
県
沿
岸
に
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
．
九
の
地
震
が
発
生
し
た
。 

 

戦
時
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
地
震
の
情
報
は
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
各
地

で
大
き
な
被
害
を
出
し
た
震
災
で
あ
り
、
静
岡
県
で
は
、
袋
井
地
域
に
被
害
が
集
中
し
た
こ
と
で

も
知
ら
れ
て
い
る
（
静
岡
県
編
集
・
発
行
『
静
岡
県
史 

別
編
２ 

自
然
災
害
誌
』
一
九
九
六
年
）。 

 
市
内
の
関
係
史
料
は
、
既
に
『
袋
井
市
史 

史
料
編
四 

近
代
現
代
』（
一
九
七
三
年
）
に
『
袋

井
町
震
災
誌
』
が
収
録
さ
れ
、『
浅
羽
町
史 

資
料
編
三 

近
現
代
』（
一
九
九
七
年
）
に
ま
と
ま

っ
た
史
料
群
が
収
録
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
袋
井
市
総
務
部
防
災
課
編
集
発
行
『
袋
井
市
防
災
史
』

（
二
〇
一
〇
年
）
が
各
種
史
料
を
ま
と
め
、
情
報
を
集
積
し
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
こ
れ
ら
史
料
集
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
史
料
も
あ
り
、
そ
う
し
た
未
刊
行
史
料
は
、

状
態
も
悪
く
、
展
示
や
出
納
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。 

 

本
稿
は
、
市
史
・
町
史
未
収
録
の
一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
関
係
史
料
を
、
後
世
に
残
す
た
め

に
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。 



 

  

保
存
状
態 

 

袋
井
市
所
蔵
の
一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
関
係
史
料
に
は
、
二
つ
の
大
き
な
課
題
が
あ
る
。
一
点

目
は
残
存
点
数
が
少
な
い
こ
と
。
二
点
目
は
、
そ
の
保
存
状
態
が
極
め
て
悪
い
こ
と
だ
。 

 
本
稿
で
は
、
ま
と
ま
っ
た
量
の
関
係
史
料
が
残
っ
て
い
る
、
浅
羽
自
治
会
文
書
を
紹
介
す
る
。 

 

文
献
史
料
の
残
存
状
況
は
、
偶
然
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
断
片
的
な
が
ら
も
浅
羽
自
治
会
文
書

に
史
料
が
残
っ
て
い
た
の
は
、
奇
跡
的
な
こ
と
だ
。 

 

関
係
史
料
が
残
り
に
く
い
背
景
に
は
、
も
う
一
つ
理
由
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
史
料
写
真

を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
一
目
瞭
然
だ
が
、
紙
自
体
が
か
な
り
劣
化
し
て
い
る
の
だ
。
こ
れ
に
は
、
震

災
が
発
生
し
た
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
当
時
の
物
資
不
足
が
影
響
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。 

  

（
次
ペ
ー
ジ
写
真
「
庶
乙
第
五
一
号 

災
害
復
旧
用
風
呂
釜
配
給
ノ
件
」） 

02 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「庶乙第五一号 災害復旧用風呂釜配給ノ件」 

 

 震災から約半年後の昭和 20年（1945）４月 26

日に上浅場村役場から出された災害復旧用の風

呂釜配給に関する史料。 

 紙が完全に崩壊しており、展示などは完全に不

可能である。 

 これは、物資不足により、無理やり作られた再

生紙が使用されていることによる。おおよそ、昭

和 13年頃から急激に紙の質が落ちる。昭和 10年

代の史料は左写真のような状態のものが多く、保

存が大きな課題となっている。 

 また、この史料は、数多く配布するため、青焼

き（複写）に必要な箇所のみ書きこんだものなの

だが、見て分かるように、文字がかなり薄くなっ

ており、読みにくい。 

 明治末～昭和 10 年代の公文書には、こうした

複写の形で残されているものがある。紙の質が悪

いことに加え、文字が薄いため、なんとか紙が残

っていても、文字が読めないことも多い。 

『大正十五年以后 議事録』 

 

 大正 15 年（1926）３月 26 日から昭和 19 年

（1944）12月 25日までの浅羽常設委員の会議録

が記された議事録。 

全 600 頁以上あり、1944 年東南海地震関係史

料はほぼ最後の記事にあたる。 

 段々紙の質が下がり、インクも薄くなってい

る。 

 次ページに、『大正十五年以后 議事録』のほぼ

最初の見開きと最後の見開き（＝1944年東南海地

震の記事）を並べてみたので見比べてほしい。 

 最後の方の文字は、鉛筆の文字に見えるかもし

れないが、薄いインクで書かれている。 

 なお、写真が最初の見開きでないのは、表紙が

固く、うまく写真が撮れなかったことによる。 
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『大正十五年以后 議事録』のほぼ最初の見開きに当たる大正 15 年（1926）４月２日条。 

『大正十五年以后 議事録』の最後の記事。文字が薄く、ほとんど見えない（次ページに拡大写真）。 
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応
援 

 

一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
は
、
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
二
月
七
日
、
三
重
県
沿
岸
に
発

生
し
た
。 

静
岡
県
で
は
、
七
日
午
後
九
時
に
緊
急
非
常
対
策
会
議
を
開
き
、
罹
災
援
助
基
金
法
を
発
動
。

八
日
早
朝
、
被
害
地
に
職
員
を
派
遣
。
こ
の
ほ
か
、
警
防
団
、
青
年
団
、
翼
賛
会
等
の
労
力
出
動
、

非
被
災
地
か
ら
の
動
員
も
あ
っ
た
と
い
う
（
中
央
防
災
会
議
災
害
教
訓
の
継
承
に
関
す
る
専
門
調
査
会
『
１
９
４
４ 

東
南
海
・
１
９
４
５ 

三
河
地
震
報
告
書
』
内
閣
府
、
二
〇
〇
七
年
）
。 

袋
井
市
の
関
係
資
料
を
見
る
と
、
浅
羽
に
も
県
内
の
様
々
な
地
域
か
ら
応
援
が
来
た
こ
と
が
分

か
る
。 

  

（
次
ペ
ー
ジ
写
真
『
昭
和
拾
九
年
十
一
月 

震
災
記
録
』）  

07 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『昭和拾九年十一月 震災記録』 

 

 表紙に「昭和拾九年十一月」とあるが、内容は

1944年東南海地震の記録である。書き間違いだろ

うか。 

 メモ書きなのでかなり読みにくいが、重要な情

報を含んでいる。 

○
十
二
月
十
七
日 

 
 

当
番 

河
村 

伊
藤 

 

御
殿
場
農
学
校
ヨ
リ
援
農
隊
四
十
名 

 

八 

九 

十 

十
一
番
組 

 

配
給
ス 

 

岩
田
村
在
郷
軍
人
会
員
二
十
二
名 

勤
労
作
業 

班
受 

二
番
組 

取
寄
ス
手
仕
事 

 
 

七
番
組 

電
キ
や
跡 

家
起
し
作
業 

田
代
と
も
方 

 

伊
藤
末
吉 

 

後
藤
吉
エ
門 
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十
二
月
七
日
、
未
曾
有
ノ
震
災
に
て
、
浅
羽
ニ
テ
倒
潰
家
屋
四
十
四
戸
ニ
及
ふ
。

応
援
団
沼
津
ヨ
リ
来
援
ス
。
此
の
準
備
ノ
為
班
長
会
々
催
ス
。 

『大正十五年以后 議事録』 

昭和 19年（1944）12月７日条 
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配
給
・
救
助
金 

 

災
害
復
旧
に
お
い
て
重
要
な
物
資
と
金
銭
。
状
態
の
悪
い
史
料
が
断
片
的
に
残
っ
て
い
る
の
み

だ
が
、
最
後
に
そ
う
し
た
史
料
を
紹
介
す
る
。 
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昭和 20年（1945）３月 31日「庶乙第二六号 震災復旧用鍋釜配給ノ件」 

昭和 20年（1945）４月 26日 

「庶乙第五八号 震災復旧用風呂釜配給ノ件」 

昭和 20 年（1945）10 月９日「庶乙第一〇一号 

震災関係出役人夫等ニ関スル件」（裏打ちされている） 
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13 

「震災救助金各部落調書」 「震災見舞金寄附者芳名簿」 

「震災見舞金及罹災救助金配分表」 

 先にも書いたとおり、文献史料の作成、伝来、

現存には、偶然的な要素がかなり大きく影響す

る。 

 現在残っている文書は、鍋釜類のもののみだ

が、『昭和拾九年十一月 震災記録』によると、昭

和 19年（1944）12月 18日に醤油・味噌・酒の配

給があり、翌 19日には魚の配給があったらしい。 

 このほか、材木の運搬も組織的に行われたらし

い。詳しくは次ページからの史料翻刻を参照され

たい。 



一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
関
係
資
料 

翻
刻 

 

１
、
浅
羽
常
設
委
員
『
大
正
十
五
年
以
后
議
事
録
』（
抄
出
） 

 

十
二
月
七
日
、
未
曾
有
ノ
震
災
に
て
、
浅
羽
ニ
テ
倒
潰
家
屋
四
十
四
戸
ニ
及
ふ
。
応
援
団

沼
津
ヨ
リ
来
援
ス
。
此
の
準
備
ノ
為
班
長
会
々
催
ス
。 

 
 

十
二
月
十
七
日
、
班
長
会
々
催
ス
。
取
片
付
一
段
落
ト
ナ
リ
テ
、
復
興
協
議
委
員
協
議
員

五
名
、
河
村
勘
太
夫
・
前
島
藤
一
郎
・
榑
松
豊
平
・
鈴
木
伊
太
郎
・
鈴
木
良
平
代

ニ
選
任

ス
。 

 
 

十
二
月
廿
三
日
、（
中
略
） 

 
 

災
害
家
屋
ノ
禁
止
命
令
、
縄
莚
機
ノ
被
損
調
査
、
牛
味
拑
ノ
配
給
ス
。 

 

（
竪
帳
、
罫
紙
使
用
、
縦
二
四
四
mm×

横
一
八
〇
mm×

厚
三
九
mm
） 

               

２
、
浅
羽
常
設
委
員
『
土
木
費
出
納
簿
』（
抄
出
） 

 

月
日 

 

摘 
 
 
 
 
 
 
 

要 
 
 
 

収
入
金
額 

 
 

支
払
金
額 

 
 
 

差
引
残
高 

（
中
略
） 

 
 
 

震
災
当
時
酒
配
給
の
不
足
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
八
．
三
〇
〇 

 

八
五
五
．
四
二 

（
中
略
） 

 
 
 

震

災

ニ

付

班

長

慰

労

宴 
 
 

金
原
屋
支
払 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
二
．
〇
〇
〇 

 

七
〇
七
．
五
〇 

（
中
略
） 

 
 
 

震
災
義
捐
金
ノ
残
額 

 
 
 
 
 

二
四
．
七
五
〇 

 
 
 
 
 
 
 

一
四
七
四
．
四
八 

（
中
略
） 

 
 
 

鍋
釜
送
料 

 
 
 

震

災

配

給 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
．
〇
―
― 

震
災
見
舞
セ
ト
モ
ノ
送
り
賃 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
．
〇
〇 

 

『
七
日
現
在 

 
 
 

引
一
三
一
八
．
一
〇

』 

８
４ 

北
遠
ヨ
リ
震

災

見

舞

金

受

領 
 

役
場
ヨ
リ  

七
〇
三
．
〇
〇 

 

〃 

古
池
勝
巳
君
寄
附
受
領 

 

大
字
ヘ
震
災
見
舞
ト
シ
テ 

 
 

一
〇
〇
．
〇
〇 

 

〃 

震
災
見
舞
金
分
配 

 
 
 
 

全
潰
十
一
円
半
潰
五
円
五
十
銭 

 
 
 
 
 
 
 

七
〇
二
．
五
〇 

（
中
略
） 

 

〃 

震
災
見
舞
金
太
田
田
代
村
松
分 

 
 
 

全
潰
者
十
一
円
半
潰
者
五
円
五
十
銭
分
配 

 
 
 
 

一
六
．
五
〇 

（
中
略
） 

 

26 

震
災
用
材
木
整
理 

 
 
 
 

人

夫

賃
 

 

役

場

ヨ

リ 
 
 

一
五
．
〇
〇 

（
後
略
） 

 

（
竪
帳
、
縦
二
三
三m

m
×

横
一
七
〇m

m
×

厚
一
五m

m

） 

〔
開
〕 

〔
開
〕 

〔 
 

カ 
 

〕 

（
昭
和
二
十
年
二
月
十
日
） 

（
昭
和
二
十
年
二
月
十
日
） 

（
昭
和
二
十
年
三
月
二
十
六
日
） 

（
昭
和
二
十
年
四
月
六
日
） 

（
昭
和
二
十
年
四
月
六
日
） 

（
昭
和
二
十
年
） 

（
昭
和
二
十
年
八
月
八
日
） 

（
昭
和
二
十
年
十
一
月
） 

（
朱
筆
） 
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３
、
浅
羽
常
設
委
員
『
震
災
記
録
』 

 

（
表
紙
） 

                          

木
材
祇
園
社
分 

 

○
十
二
月
十
七
日 

 
 

当
番 

河
村 

伊
藤 

御
殿
場
農
学
校
ヨ
リ
援
農
隊
四
十
名 

八
、
九
、
十
、
十
一
番
組 

 

配
分
ス 

岩
田
村
在
郷
軍
人
会
員
二
十
名 

勤
労
作
業 

班
受 

二
番
組 

取
寄
ス
手
仕
事 

 

七
番
組 

電
キ
や
跡 

家
起
し
作
業 

田
代
と
も
方 

 

伊
藤
末
吉 

 

後
藤
吉
エ
門 

○
十
二
月
十
八
日 

 
 

当
番 

 

河
村 

 

村
松 

御
殿
場
農
学
校 

 

援
農
隊 

 

四
十
九
名 

四
、
五
、
六
、
七
、
二 

 

番
組 

配
分
ス 

醤
油 

五
斗
六
升 

 

味
噌 

二
十
五
貫 

 

酒 

二
斗
三
升 

震
災
特
配
ア
リ 
午
後
分
配
ス 

弥
大
井 

鈴
木
市
太
郎 
石
川
善
一
郎 

方
ヲ
起
ス 

 

中
泉 

学
校

〃 公
会
堂

七 二
三
ノ
一

一
三
ノ
二

五 四
一
六

一
三

班
名

八
幡
社
分
五
本

八
幡
社
分
一
本

四
本

十
四
本

十
一
本

七
本

五
本
寺
分

六
本

十
一
本

三
本

五
本

二
本

本
数

田

代

睦

木

根

木

文

野

喜

治

郎

近

藤

文

平

金

原

□

丸
野
澤
一
郎

西
野
懇
平

鈴
木
豊

鈴
木
豊

古
池

〔
抹
消
「
田
代
睦
雄

戸
根
木

文
野
」〕

大
河
内
常
蔵

広
長

村
松

二

一

二

浅
羽
勝

浅
羽
祐
一

山
田
八
郎

二

二

三

近
藤
文
平

松
嶌
栄
一

高
橋
三
代

田
代
と
し

伊
藤
□
□

三

三

三

四

三

 
 

昭
和
拾
九
年
十
一
月 

   
 

震
災
記
録 

  

浅
羽 
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十
七
日 

 

石
川
新
作 

小
池
豊
吉
方 

家
起
し 

 
 

八
人 

牧
の
明
方 

十
二
月
十
九
日 

当
番 

榑
松
・
戸
根
木 

牧
野
明
氏
終
了
次
第
□
□ 

機
械
ノ
半
数
ヲ
十
六
組
ヘ
。
西
野
（
協
議
ノ
結
果
）

河
野
・
古
池
・
□
□
・ 

戸

根

木 
 
 
 
 

 

政
次
氏
宅
篤
ニ
厄
除
ニ
付
送
ル
。 

正
午
魚
ノ
配
給
。 

金
原
万
一
郎
氏
ヨ
リ
機
具
一
台
受
取
ル
。 

十
二
月
二
十
日 

 

当
番 

 

鈴
木
□
太
郎
・
金
原
静
馬 

袋
井
駅
ニ
木
材
運
搬
。 

浅
羽
割
当
分
三
十
人 

第 

十
四
班 

 
 

四
人 

 
 
 
 

第 
十
五
班 

 
 

四
人 

〃 

十
三
班 

 
 

三
人 

 
 
 
 

〃 
十
二
班 

 
 

四
人 

〃
三
ノ
二 

 
 
 

一
人 

 
 
 
 

〃 
 

六
班 

 
 

三
人 

 

〃 
 

一
班 

 
 

二
人 

 
 
 
 

〃
三
ノ
一 

 
 
 

三
人 

 

〃 
 

五
班 

 

牛
車

一
台
（
二
人
） 

〃 
 

七
班 

 
 

三
人 

第
四
班

一
人 

家
屋
復
旧 

西
野
政
治 

 
 

仝 

村
松
恒
太
郎 

十
二
月
廿
日
用
材
運
搬 

一
番
組 

 

二
人 

 
 

三
番
組 

 

二
人 

 
 

四
番 

四
人 

二
番
組 

 

二
人 

 
 

三
ノ
二 

 

一
人 
 
 

五
番
組
牛
車
一
、
一
人 

六
番
牛
一
、
二
人 

 
 

七
番
組 

 

三
人 

十
二
月
廿
二
日 

用
材
運
搬
者 

石
塚
貞
吉
、
牛
一
。
河
原
信
治
、
牛
一
。
榑
松
豊
平
、
牛
一
。
外
四
人
。 

田
中
、
四
人
、
十
一
番
、
四
人
。 

当
番 

 
 

丸
野
・
河
村 

十
二
月
二
十
一
日 

木
材
運
搬
人
足
調
ベ 

□
□ 

 

第
一
二
隣
保
班 

 

三
人 

 
 

第
一
三 

 
 
 

二
人 

計
、
一
五
名
○ 

 

〃
一
四
、 

 
 
 

四
人 

 
 

第
一
五 

 
 
 

四
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

〃
一
六 

 
 
 
 

二
人 

四
、
五
、
六
、
七
班
―
―
四
名
つ
ゝ
。
六
組
三
名
。 

計
十
五
名 

家
起
し
大
河
内
常
蔵
方
。 

第
二
班 

西
野
政
次 

 

杉
本
伊
平 

廿
七
日
。
木
材
整
理
。
学
校 

金
原
勝
平 

深
谷
『
一
雄 

九
野
忠
一
』 

二
十
三
日
。
材
木
整
理
。
金
原
勝
平
。
近
藤
重
雄
。 

 

祇
園
社
材
木
調 

戸
根
木 

四
五
、
20間
三
寸
1間 

 

九
円
九
拾
銭 

木
村
吾
一
、
杉
、
2寸

9尺
三
本 

 

八
円
十
銭 

田
代
睦
雄
、
杉
、
2間

5寸 
 
 
 

十
円 

田
代
睦
雄
、
檜 
2間

45 

十
円
十
二
銭 

二
番
組
□
□ 

 
 

〃 
 

檜 

2間

35
、
六
円
十
二
銭 

久
野
幸
太
郎 

2間

35
、
四
円
九
十
銭 

計
三
三
台

末
永

二

西

二

弥

二

〃

西

二

馬
場

東
三

七
〃

三

六
〃

三

五
番

三

四
番

三

三
ノ
二

二
車

三
ノ
一

二
台

二
番
〃

二
台

一
番
組

三
台

十
二
月
廿
五
日
材
木
運
般

馬
場
五
人

西
二

東
三

廿
七
日
午
後

十
五

四

二
番
三

三
番
ノ
二

三
ノ
二

三

十
四
組
四

四
番
四

五
〃
三

六
番
三

一
番
四

廿
七
日

戸
根
木
一

浅
羽
□
□
二

廿
六
日
午
後

田
中
庄
作
四

□
□
□
四

榑
松
豊
平
四

平
芝
組
牛
車
二
台

八
九
十
十
一
組

廿
五
日
材
木
運
般

×

、

、

、

牛
車

〔「
榑
松
」
カ
〕 

〔
カ
〕 

（ 

〔×

重
代
〕 

〔
久
〕 

（
こ
の
条
欄
外
に
あ
り
） 

十
二 

（
赤
鉛
筆
に
よ
り
抹
消
） 
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〃 

 
 
 

2間

2寸 

一
円
六
十
銭 

 

〃 
 

杉 

2間

4寸 

六
円
四
十
銭 

 

〃 
 

杉 

2間

3寸 

三
円
六
十
銭 

金
原
佐
久
蔵 

杉 

5寸

35
、
二
本 

拾
七
円
五
十
銭 

大
石
保
郎
五
〇
〇
入 

 

〃 
 

杉 
 
 

6寸 
 

一
本 

十
四
円
四
十
銭 

□
□ 

 

〃 
 

杉 
 
 

4寸 5
一
間
一
本 
四
円
〇
五
銭 

計
『
九
一
五
七 

一
番
組
』 

村
松
恒
太
郎 

檜 

3寸
四
間 

 
 

三
円
六
十
銭 

 

〃 
 
 

雑
木 

3寸
二
間 

 
 

三
円
六
十
銭 

大
河
内
常
蔵
ス
キ 

 
 

45
二
寸
二
間 

八
円
十
銭 

 

〃 
 
 
 
 
 

3寸 
 

一
本 

三
円
六
十
銭 

廣
岡
岩
太
郎 

杉 

6寸
二
間
一
本 

十
二
円
四
十
銭 

丸
野
澤
一
郎 

檜 

25
寸
二
間
一
本 

三
円
十
二
銭 

西
野
懇
平 

 

檜 

45
寸
二
間 

 

十
円
〇
十
二
銭 

 

〃 
 
 
 

檜 

35
寸
二
間 

 

六
円
十
二
銭 

鈴
木
嘉
吉 

 

檜 

37
寸
二
間 

 

六
円
八
十
四
銭 

 

〃
人 

 
 

檜 

4寸 

二
間 

 
 

八
円 

〃
人 

 
 

檜 

4寸 

二
間 

 
 

六
円
四
十
銭 

小
杉
こ
う 

 

杉 

25
寸
二
間 

 

二
円
五
十
銭 

鈴
木
庄
作 

 

檜 

32 

二
間 
 
 

五
円
十
二
銭 

〃
人 

 
 

檜 

3寸 

二
間 

 
 

四
円
五
十
銭 

伊
藤
計
平 

 

檜 

4寸 

二
間 

 
 

八
円 

 
 

〃 
 
 

檜 

４ 

二
間
二
本 

十
六
円 

 

〃 
 
 
 

杉 

35 

二
間 

 

四
円
九
十
銭 

高
橋
三
代 

 

檜 

45
寸
二
間 

 

十
円
〇
十
二
銭 

 

〃 
 
 
 

檜 

35 

一
間
二
本 

六
円
十
二
銭 

 

伊
藤
定
林 

 

檜 

4寸 

二
間 

 

八
円 

 
 

〃 
 
 

〃 

35 

一
間 

 

六
円
十
六
銭
三
円
〇
六
銭 

 
 

〃 
 
 

〃 

35 

一
間 

 
 
 
 
 
 

三
円
〇
六
銭 

 
 

〃 
 
 

〃 

6寸 

二
間 

 

十
八
円 

〃 
 
 

〃 

4寸 

一
間 

 

四
円 

松
島
栄
一 

 

檜 

4寸 

二
間 

 

八
円 

 
 

〃 
 
 

杉 

45 

二
間 

 

八
円
十
銭 

近
藤
々
平 

 

檜 

4寸 

二
間 

 

八
円 

 
 

〃 
 
 

杉 

45
分 

二
間 

 

八
円
十
銭 

 
 

〃 
 
 

檜 

35 

二
間 

 

六
円
十
二
銭 

古
池
繁 

 
 

檜 

45 

二
間
十
円
十
二
銭
六
円
四
十
銭 

〃 
 
 

杉 

４ 

二
間 

 

六
円
四
十
銭 

 
 

〃 
 
 

〃 

3寸 

一
間 

 

一
円
八
十
銭 

村
松
忠
一 

 
 
 

3寸 

一
間
五
本 

九
円 

鈴
木
良
平 

 
 
 

４ 

二
間 

 

六
円
四
十
銭 

 
 

〃 
 
 
 
 

２ 

二
間 

 

一
円
六
十
銭 

 
 
 

四
二
三
二 

鈴
木
良
平 

 

檜 

4寸 

二
間 

 

八
円 

 
 

〃 
 
 

杉 

45 

二
間 

 

八
円
十
銭 

 
 

〃 
 
 

檜 

45 

二
間 

 

十
円
〇
十
二
銭 

 
 

〃 
 
 

杉 

45 

二
間 

 

八
円
十
銭 

浅
羽
勝
雄 

 

杉 

4寸 

二
間 

 

六
円
四
十
銭 

 
 
 

〃 
 

杉 

35 

九
尺 

 

三
円
六
十
七
銭 

浅
羽
祐
一 

 

杉 

35 

六
二
本 

 

四
円
九
十
銭 

山
田
八
郎 

 

檜 

3寸 

九
尺 

 

三
円
三
十
七
銭 

 

〃 
 
 
 

杉 

３ 

九
尺 

 

二
円
七
十
銭 

杉
本
さ
と 

 
檜 

４ 

二
間
二
本 

十
二
円
八
十
銭
十
六
円 

 
 

〃 
 
 

〃 
４ 

一
間
二
本 

 
 
 
 
 
 

八
円 

田
代
梅
吉 

 

檜 
３ 
一
間
二
本 

 
 
 
 

四
円
五
十
銭 

 

(

赤
鉛
筆)

 

〔×

八
六
五
七
〕 

〻
〻
〻
〻
〻 

〻
〻
〻
〻
〻 

〻
〻
〻
〻
〻
〻 

4232 

59 

31 

（
杉
） 
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『
調
賃
一
五
〇
』 

 

計
金
三
八
三
、
五
八 

  

十
二
月
卅
日 
材
木
運
搬 

田
中
組 

四 
天
王
組 

四 

末
永
組 

四 

一
月
二
日
材
木
運
搬 
『
一
月
七
日
池
田
行
』（
青
鉛
筆
） 

一
番 

 

四
人 

 
 

『
末
永
二
人
』（
青
鉛
筆
） 

二
番 

 

四
人 

 
 

『
弥
太
井
二
人
』（
青
鉛
筆
） 

三
ノ
一 

四
人 

 
 

『
〃
東 
二
人
』（
青
鉛
筆
） 

三
ノ
二 

三
人 

 
 

『
一
番
組
二
人
』（
青
鉛
筆
） 

四
番 

 

五
人 

 
 
 
 
 

『
計
人
』（
青
鉛
筆
） 

五
番 

 

四
人 

一
月 

六
番 

 

四
人 

七
番 

 

五
人 

弥
太
井 

  

貫 
 
 
 
 
 

六
把 

横 
 
 
 
 
 

拾
三
把 

〃 
 
 
 
 
 

三
把 

横 
 
 
 
 
 

十
二
本 

〃 
 
 
 
 
 

六
把 

〃 
 
 
 
 
 

五
把 

〃 
 
 
 
 
 

二
把 

〃 
 
 
 
 
 

四
把 

板 
 
 
 
 
 

一
把 

〃 
 
 
 
 
 

一
把 

杉
板 

巾
一
尺

十
二
尺 

 

一
把 

〃 

九
尺 

 
 

一
把 

〃 

九
寸 

十
二
尺 

 
 

四
把 

仝 

六
尺 

 
 

ナ
シ 

杉
板 

八
寸 

十
二
尺 

 

四
把 

 
 
 
 

横
長
十
三
尺 

五
四 

バ
タ
瓦 

 
 

五
一
把 

〃 
 

七
寸 

一
二
尺 

 

一
三
把 

 
 
 

丸
太 

三
十
五
本 

〃 
 

六
寸 

一
二
尺 

 

二
四
把 

 

〃 
 

五
寸 

一
二
尺 

 

三
八
把 

 

ス
キ 

 
 
 
 

七
把 

  

〃 
 

厚
六
分

四

寸  

松
バ
タ 

 
 
 

五
一
把 

 

タ
ル
キ 

 
 
 

二
十
一
把 

中
遠
□ 

 
 

見
付 

三
〇 

二
十
九 

二
十
八
日 

鈴
木
孫
八 

 
 

五
九
一
三
―

91

30

29

25

20

25

25

24 

二
十
二
日
ヨ
リ 

瀬
戸
時
治
郎
見
付 

相
良
屋 

□

31

―
□

30

―
□

30
□

29 

中
村
昇
平
川
□
市 

村
松
―
村
松
― 

 
 
 

杉
山
伊
三
郎 

―
□

31

30

29

―
夫
作
久
太
郎 

中
村
― 

山
田
― 

 

川
口
市
太
□
神
□ 

 

―

31

―

30

― 

29

―
鈴
木
嘉
吉 

―

11

―
か
た

―
塩

崎
― 

６
―
５
４
―
３
２
―
１
□

31
□

31
□

30
□

30
□

29
□ 

中
村
昇
平 

（
赤
鉛
筆
） 

厚
五
分 

巾
三
寸
五
分 

長
一
丈
三 

五
分 

三
寸 

九
尺 

厚
五
分 

巾
三
寸 

一
三
尺 

五
分 

二
寸
五
分 

九
尺 

厚
五
分 

三
寸 

六
尺 

六
分 

三
寸
五
分 

一
三
尺 

厚
五
分 

三
寸
五
分 

一
三
尺 

五
分 

一
寸
五
分 

一
三
尺 

五
分 

二
寸
五
分 

六
尺 

五
分 

厚
二
寸 

長
十
三
尺 

〔
カ
〕 

六
分 

巾
三
寸
五
分 

一
三
二
寸 

（
杉
） 

（
割
注
抹
消
） 

（
こ
の
行
抹
消
） 

（
こ
の
行
欄
外
に
あ
り
） 

〔
カ
〕 
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伊
藤
―
嘉
吉
―
山
田
―
□
□
□ 

村
□ 

□
□
□ 

   

鈴
木
と
み 

 

（
裏
表
紙
） 

鈴
木
良
平 

 
 

大
河
内
□
蔵 

 
 

寺 
 
 
 

中
村
末
吉 

西
野
熊
平 

 
 

丸
野
□
□ 

田
代
五
郎
馬 

 

村
松
恒
太
郎 

古
池 

繁 
 
 

村
松
く
に 

    

山
本
角
平 

 

二
俟 

 

（
以
下
略
） 

 

（
綴
、「
日
本
標
準
規
格
版
」
罫
紙
使
用
、
縦
二
五
二
mm×

横
一
七
九
mm×

厚
２
mm
） 

        

４
、
浅
羽
常
設
委
員
『
震
災
後
袋
井
ヨ
リ
材
木
運
搬
人
員
』 

 

（
表
紙
） 

            

（
本
文
／
原
文
は
内
題
を
除
き
二
段
組
み
で
書
か
れ
て
い
る
） 

震
災
後
袋
井
ヨ
リ
材
木
運
搬
役 

第
一
班 

計
十
二
人 

 

金
十
二
円
つ
ゝ
（
割
印
） 

池
田
行
二
人 

金 

六
円
也 

計
金
拾
八
円
也 

 

第
二
班 

計
十
三
人 

一
人
一
円
つ
ゝ
（
割
印
） 

計
金
十
三
円
也 

 

第
三
ノ
一
班 

計 

十
三
人 

一
人
一
円
つ
ゝ
（
割
印
） 

計
金
十
三
円
也 

 

昭
和
二
十
年
一
月
ヨ
リ 

  

震
災
後
袋
井
ヨ
リ
材
木
運
搬
人
員 

  

浅 

羽 

〔
カ
〕 
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第
三
ノ
二
班
（
割
印
） 

計 

九
人 
一
円
つ
ゝ 

計
金
九
円
也 

 

第
四
班 

計
二
十
人 

一
人
一
円
つ
ゝ
（
割
印
） 

計
金
二
十
円
也 

 

第
五
班 

計 

十
人 

 

一
円
つ
ゝ 

牛
車
一
台 

三
円
也
（
割
印
） 

計
金
十
三
円 

 

第
六
班 

計
十
七
人 

 

一
人
一
円
つ
ゝ
（
割
印
） 

計
金
十
七
円
也 

 

第
七
班 

計
十
五
人 

一
人
一
円
つ
ゝ
（
割
印
） 

計
金
十
五
円
也 

 

第
八
班 

計 

九
人 

一
人
一
円
つ
ゝ
（
割
印
） 

計 

九
円
也 

 

第
九
班 

計
十
三
人 

 

一
人
一
円
つ
ゝ
（
割
印
） 

計
金
十
三
円
也 

 

第
十
班 

計 

四
人 

一
人
一
円
つ
ゝ
（
割
印
） 

牛
車
二
台 

六
円
也 

計
金
十
円
也 

 

第
十
一
班 

計 

八
人 

一
人
一
円
つ
ゝ
（
割
印
） 

計 

八
円
つ
ゝ 

 

第
十
二
班 

計 

十
三
人 

一
人
一
円
つ
ゝ
（
割
印
） 

計 

十
三
円
也 

 

第
十
三
班 

計
九
人 

 

一
人
一
円
つ
ゝ
（
割
印
） 

計
九
円
也 

 

第
十
四
班 

計 

十
四
人 

 

一
人
一
円
つ
ゝ
（
割
印
） 

池
田
行
二
人 

三
円
つ
ゝ
六
円 

 

計 

二
十
円
也 

 
第
十
五
班 

計
十
五
人 

 

一
人
一
円
つ
ゝ 

池
田
行
二
人 
三
円
つ
ゝ
六
円 

計
金
弐
十
壱
円
也 

 

第
十
六
班 

〔
マ
ヽ
〕 
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計
八
人 

 
 

一
人
一
円
つ
ゝ
（
割
印
） 

池
田
行
二
人 

三
円
也 

六
円
也 

計
十
四
円
也 

 

合
計
金
弐
百
四
十
弐
円
也 

七
月
十
二
日
支
払 

 

（
竪
帳
、
罫
紙
使
用
、
縦
二
五
五
mm×

横
一
七
五
mm×

厚
１
mm
） 

                     

５
、
浅
羽
常
設
委
員
「
庶
乙
第
二
六
号 

震
災
復
旧
用
鍋
釜
配
給
ノ
件
」 

 

庶
乙
第
二
六
号 

 
 
 

昭
和
二
十
年
三
月
三
十
一
日 

 

上
浅
羽
村
長
（
村
長
印
） 

 
 

浅
羽
部
落
会
長
殿 

 
 
 
 

震
災
復
旧
用
鍋
釜
配
給
ノ
件 

曩
ニ
震
災
ニ
依
リ
破
損
ノ
被
害
ヲ
受
ケ
タ
ル
モ
ノ
ニ
対
ス
ル
、
標
記
物
品
ノ
必
要
量
各
部

落
ノ
申
請
ニ
基
キ
手
配
中
ノ
処
、
今
般
配
給
有
之
タ
ル
ニ
付
、
前
申
請
量
ニ
比
例
シ
、
配

給
仕
リ
候
ニ
依
リ
、
四
月
『
七
』
日
迄
ニ
代
金
及
破
損
鍋
釜
（
瀬
戸
引
ノ
モ
ノ
ハ
不
可
）

引
換
ニ
役
場
ニ
テ
一
括
受
領
相
成
度
。 

尚
釜
ニ
付
テ
ハ
後
日
残
数
量
ノ
配
給
ア
ル
筈
ニ
付
、
重
点
的
ニ
配
給
セ
ラ
レ
度
候
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

記 

 
 

品 

名 

規 

格 

数
量 

単 

  

価 
 

金 

  

額 

備 
 
 
 
 
 

考 

 
 

標
準
釜 

二
八
糎  

 

八 

一
〇
…
二
二 

 

八
一
…
七
六 

『
八
』 

 
 

寸
胴
鍋 

二
〇 

 
 

八 
 

三
…
四
八 

 

二
七
…
八
四 

 
 

〃 
 
 

二
二 

 
 

九 
 

四
…
一
〇 

 

三
六
…
九
〇 

『
二
十
三
』 

 
 

〃 
 
 

二
四 

 
 

六 
 

三
…
五
七 

 

二
一
…
四
二 

 
 
 

計 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

… 
 
 

一
六
七
…
九
二 

  
 
 

外
ニ
各
部
落
金
壱
円
宛
、
運
賃
ト
シ
テ
御
負
担
願
度
候
。 

  

『
右
領
収
候
也
。 

 
 
 

四
月
六
日 

 
 
 
 
 

上
浅
羽
村
□
□
□
』 

 

（
一
紙
、
罫
紙
使
用
、
縦
二
四
六
mm×

横
三
四
三
mm
） 

    

（
一
九
四
五
） 

〔×

五
〕 

） （
鉛
筆
） 

（
鉛
筆
） 

（
異
筆
） 
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６
、
浅
羽
常
設
委
員
「
庶
乙
第
五
一
号 

災
害
復
旧
用
風
呂
釜
配
給
ノ
件
」 

 
庶
乙
第
五
一
号 

昭
和
二
十
年
四
月
二
十
六
日 

上
浅
羽
村
役
場
（
上
浅
羽
村
役
場
印
） 

 

『
浅
羽
』
部
落
会
長
殿 

 
 
 
 

災
害
復
旧
用
風
呂
釜
配
給
ノ
件 

 
 

標
記
ノ
件
、
左
記
ノ
通
リ
配
給
ス
。
至
急
受
領
セ
ラ
レ
度
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

記 

 
 
 

臍
風
呂
釜
（
亜
鉛
板
製
） 
『
六
』
個 

 
 
 
 

価
格
、
一
個
ニ
付
金
拾
円
。
送
料
、
一
個
ニ
付
二
十
五
銭
。 

 
 
 
 
 

計
金
『
六
十
一
』
円
『
五
十
』
銭 

 
 

本
品
ハ
、
震
災
罹
災
者
ニ
シ
テ
、
最
モ
困
却
セ
ル
向
ニ
重
点
的
配
給
相
成
度
。 

 
（
一
紙
、
縦
二
三
八
mm×

横
一
六
四
mm
） 

  

７
、
浅
羽
常
設
委
員
「
庶
乙
第
一
〇
一
号 

震
災
関
係
出
役
人
夫
等
ニ
関
ス
ル
件
」 

  
 

庶
乙
第
一
〇
一
号 

 
 
 

昭
和
二
十
年
拾
月
九
日 

上
浅
羽
村
長
川
上
伊
八
（
印
） 

 
 

各
部
落
長
殿 

 
 
 

震
災
関
係
出
役
人
夫
等
ニ
関
ス
ル
件 

 
 

震
災
復
旧
関
係
出
役
人
夫
（
杉
川
運
搬
、
学
校
出
役
）
ノ
賃
金
未
済
ニ
係
ル
分
、
御
調
査

ノ
上
御
報
告
相
願
度
、
此
段
御
依
頼
申
上
候
。 

 

（
一
紙
、
罫
紙
使
用
、
縦
二
四
二
mm×

横
一
六
五
mm
） 

  

８
、
浅
羽
常
設
委
員
「
震
災
救
助
金
各
部
落
調
書
」 

 

震
災
救
助
金
各
部
落
調
書 

部
落
名 

 

食 

料 

費 
 

小
屋
掛
材
料
費 

 

就 

業 

費 
 
 

 

学 

用 

品 
 

合 
 
 
 
 

計 

諸 

井 

一
五
四
四
三
四 

二
三
九
四
〇
〇 

 

八
四
〇
〇
〇 

 

三
七
四
五
〇 

 

五
一
五
二
八
四 

浅 

羽 

一
六
〇
五
一
七 

三
〇
〇
六
〇
〇 

一
二
三
〇
〇
〇 

 

二
八
〇
〇
〇 

 

六
四
二
一
一
七 

浅 

名 

一
四
九
八
〇
〇 

二
七
八
〇
〇
〇 

一
五
三
〇
〇
〇 

 

二
四
八
〇
〇 

 

六
〇
五
六
五
一 

豊 

住 
 

九
八
三
一
〇 

一
六
二
四
〇
〇 

一
一
一
〇
〇
〇 

 

二
一
〇
〇
〇 

 

三
六
二
七
一
〇 

 

計 
 

五
九
三
〇
六
二 

九
八
〇
四
〇
〇 

四
七
一
〇
〇
〇 

一
一
一
三
〇
〇 

二
一
五
五
七
六
二 

 

（
一
紙
、
罫
紙
使
用
、
縦
二
四
三
mm×

横
一
七
〇
mm
） 

  

９
、
浅
羽
常
設
委
員
「
震
災
見
舞
金
寄
附
者
芳
名
簿
」 

 

震
災
見
舞
金
寄
附
者
芳
名
簿 

月 
 

日 
  

金 
 

額 
 

氏 
 
 
 
 

名 
 

備 
 
 
 
 

考 

一
二
、
二
三 

 

三
〇
〇
〇
〇 

森
口
淳
三 

〃 
 

二
六 

 

三
〇
〇
〇
〇 

静
岡
鉄
道
株
式
会
社 

〃 
 

〃 
 
 

一
五
〇
〇
〇 

大
政
翼
賛
会 

一 
 

六 
 
 

一
〇
〇
〇
〇 

赤
堀
絹
次
郎 

〃 
 

〃 
 
 
 

五
〇
〇
〇 

田
代
正
二
外
一
名 

二 
 

一
〇 

 
 

九
〇
〇
〇 

榑
松
鎤
一 

〃 
 

一
五 

 
 

一
八
〇
〇 

落
合
勝
治 

〃 
 

〃 
 
 
 

一
〇
〇
〇 

寺
田
武
次 

〃 
 

〃 
 
 
 

五
〇
〇
〇 

遠
江
特
定
郵
便
局
長
会 

上

浅

羽

郵

便

局 
 
 

 

 
 

計  
 
 

一
〇
六
八
〇
〇 

 

（
一
紙
、
罫
紙
使
用
、
縦
二
四
三
．
五
mm×

横
一
七
〇
mm
） 

 

（
異
筆
） 

（
異
筆
） 

（
異
筆
） 

（
一
九
四
五
） 
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10

、
浅
羽
常
設
委
員
「
震
災
見
舞
金
及
罹
災
救
助
金
配
分
表
」 

 
震
災
見
舞
金
及
罹
災
救
助
金
配
分
表 

 

 
（
一
紙
、
縦
二
三
九
mm×

横
一
六
四
mm
） 

計
豊

住

浅

名

浅

羽

諸

井

部
落
名

一
〇
六
八

二
〇
三

二
九
九

三
一
〇

二
五
六

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

一
六
〇
〇

三
〇
四

四
四
八

四
六
四

三
八
四

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

二
六
六
八

五
〇
七

七
四
七

七
七
四

六
四
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

計

見
舞
金

罹
災
救
助
金
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一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
関
係
史
料
集 

 

二
〇
二
〇
年
九
月 

初
版
発
行 

 

袋
井
市
歴
史
文
化
館
編
集 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


